
　

市
社
協
主
催
で
地
場
産
ホ
ー
ル
に

て
10
月
25
日
開
催
。

　

第
一
部
基
調
講
演
は
災
害
支
援
コ

ン
サ
ル
と
し
て
全
国
を
跳
び
歩
い
て

い
る
井
岡
仁
志
氏
。
講
題
「
人
口
減

少
・
災
害
多
発
時
代
の
地
域
助
け
合

い
活
動
」。
分
か
り
易
く
整
理
さ
れ
、

共
感
で
き
る
内
容
。
要
点
を
記
す
。

•
人
口
減
少
は
地
域
社
会
に
多
様
な

課
題
を
発
生
せ
し
め
て
い
る
。

•
災
害
は
日
常
平
時
に
繋
が
っ
て
い

る
。（
日
常
の
中
で
起
こ
る
）

•
平
時
の
取
組
が
無
け
れ
ば
対
応
は

と
れ
な
い
。

　

昨
年
の
1
月
号
で
支
え
あ
い
協
議

会
と
は
、
の
解
説
と
令
和
6
年
7
月

に
10
分
野
か
ら
76
名
の
参
加
で
ブ
レ

イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
（
BS
）
会
が
開

催
さ
れ
た
、
と
記
載
し
た
が
、
こ
の

BS
会
で
出
た
多
く
の
意
見
は
、
山
辺

の
目
指
す
地
域
支
え
あ
い
の
形
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
見
守
り

が
で
き
、
お
困
り
事
が
繋
が
る
地
域

」
に
集
約
し
て
纏
め
る
こ
と
が
で
き

た
。（
上
に
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
す
）

　

こ
れ
を
今
後
の
地
区
内
組
織
・
団

体
で
の
福
祉
に
関
係
す
る
活
動
指
針

と
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

こ
の
中
の
「
知
ら
な
い
こ
と
が
多

す
ぎ
る
」
の
意
見
か
ら
、
地
区
情
報

共
有
型
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
組

ん
で
い
ま
す
が
、
少
々
遅
れ
気
味
、

年
度
内
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

外
出
支
援
策
に
つ
い
て
も
、
移
動

販
売
車
増
に
加
え
、
送
迎
策
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

こ
の
意
見
集
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
、
深
ぼ
り
す
る
交
流
会
を

継
続
し
て
い
く
が
、
本
年
度
の
BS
会

は
「
多
世
代
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
」
の
テ
ー
マ
で
11
月
26
日
、
73

名
の
参
加
で
行
な
わ
れ
、
又
々
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
纏
ま
り

次
第
報
告
し
ま
す
。

へ
の
重
要
な
責
務
を
担
う
立
場
に
押

さ
れ
て
い
く
。
話
を
聞
く
に
、
大
い

な
る
天
の
計
ら
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
部
は
小
二
か
ら
高
校
生
ま
で

の
能
登
高
洲
太
鼓
・
復
興
の
響
き
。

去
年
、
支
援
へ
の
御
礼
と
し
て
来
足

し
て
か
ら
2
回
目
。
汗
を
浮
か
べ
て

の
力
一
杯
の
演
奏
は
、
ズ
ン
・
ズ
ン

と
腹
に
胸
に
響
き
、
感
動
の
波
動
に

な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
山
辺
地
区
社
協

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
が
、
能
登

太
鼓
一
行
30
余
名
、
協
賛
出
演
の
足

高
書
道
部
、
講
座
先
生
方
、
市
社
協

関
係
者
等
へ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
約
100

食
を
調
理
し
昼
食
と
し
て
提
供
、
喜

ば
れ
た
。

•
周
り
が
知
ら
な
け
れ
ば
取
残
さ
れ

助
か
ら
な
い
。

•
共
助
の
前
の
近
助
を

　

第
二
部
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
能

登
地
震
・
豪
雨
災
害
の
被
災
の
真
ん

中
か
ら
復
興
支
援
に
紛
争
し
て
い
る

槌
谷
雅
也
氏
の
「
そ
の
時
何
が
?
発

災
か
ら
未
来
へ
」。

今
30
才
の
彼
は
高
卒
後
四
国
の
和

太
鼓
集
団
に
入
り
世
界
を
舞
台
に
演

奏
活
動
に
邁
進
、
故
あ
っ
て
令
和
4

年
輪
島
に
帰
郷
、
市
社
協
職
員
と
な

っ
た
所
で
こ
の
二
重
大
災
害
に
遭

遇
、
被
災
し
な
が
ら
救
済
か
ら
復
興

災
害
講
座
と
能
登
復
興
太
鼓
の
響
き

昨年被災後初の市外演奏が足利への御礼演奏だった由。
見覚えのある顔も逞しくなっている。絆を繋いでいこう。
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